
事故発生日時 武器、砲弾の種類 射程距離 被害・着弾地点等

2015年7月16日
12.7ミリ
重機関銃

6.7㎞
〔有効射程〕

対地：約1000m、対空：約 ７００ｍ

場外の3.5㎞離れた
民家の屋根を貫通

2018年11月15日 81ミリ迫撃砲
（重さ４㎏、全長約40㎝）

5.6㎞
場外の国道脇に停車中
の農業男性の乗用車の
窓ガラスを破損

2019年9月19日
発見

81ミリ迫撃砲
照明弾・パラシュート

5.6㎞
場外の約１㎞、本来地
点から2.3㎞南に落下

2021年6月23日 120ミリ迫撃砲
通常弾：8.1㎞
RAP弾：13㎞

発射位置から約6㎞地
点、場外の約１㎞先の
山林に着弾

2025年2月３日
155ミリ榴弾砲
FH70

２４㎞（通常型） 着弾地不明、捜索中

饗庭野演習場
実弾訓練事故で使われた武器、射程距離など

2025年2月28日 衆議院予算委員会第一分科会 日本共産党 堀川あきこ提出資料
出典：国立国会図書館外交防衛課及び防衛省提供資料より堀川あきこ事務所作成

資料①広さ：東西６~７㎞×南北４~５㎞
発射位置から目標区域の距離：2.5～4.0㎞

あ い ば の



艦船の種類 基準排水量 全長 最大幅 取得経費

イージス・
システム
搭載艦

1万2000㌧ 190ｍ 25m 3920億円

イージス艦

あたご 7750㌧ 165m 21m 14７５億円

一番大きい

イージス艦

まや
8200㌧ 170m 21m 1７００億円

従来のイージス艦より巨大化する
イージス・システム搭載艦

※イージス・システム搭載艦とは…
「新造艦は、弾道ミサイルの迎撃能力の高いSM３ブロック２Aや、巡航ミサイル・極超音速滑空兵器用の対空ミサイ
ルSM６を搭載。世界最多の１２８のミサイル発射口（最新のイージス艦は96）を持つ。海の揺れに強くなるように船体を
大型化することで、トマホークや12式誘導弾、ドローン対策の高出力レーザー兵器の将来の追加搭載を可能にする
『拡張性』にも配慮した。『スーパー・イージス艦』と呼ぶ防衛省幹部もいる」（読売新聞2024年1月19日付）

※イージス・システム搭載艦は１番艦が2027年度末、2番艦が２０２８年度末に就役予定。

2025年2月28日 衆議院予算委員会第一分科会 日本共産党 堀川あきこ提出資料
出典：国立国会図書館外交防衛課提供資料、防衛省ホームページより堀川あきこ事務所作成
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